
受
発
注
企
業
と
金
融
機
関
の

双
方
に
メ
リ
ッ
ト
を
及
ぼ
す

⑴
固
定
長
電
文
と
Ｘ
Ｍ
Ｌ
電
文
の
相

違
点

　

現
行
の
国
内
送
金
指
図
は
、
電
文

の
長
さ
や
情
報
量
が
あ
ら
か
じ
め
定

め
ら
れ
た
﹁
固
定
長
電
文
﹂
を
使
用

し
て
お
り
、
た
と
え
ば
Ｅ
Ｄ
Ｉ

︵E
lectronic D

ata Interchange

：

電
子
デ
ー
タ
交
換
︶
情
報
欄
は
半
角

20
ケ
タ
ま
で
に
制
限
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、﹁
Ｘ
Ｍ
Ｌ︵eX

-
tensible M

arkup L
anguage

︶電
文
﹂

は
、
電
文
の
長
さ
や
、
電
文
上
の
デ

国
内
送
金
指
図
を
Ｘ
Ｍ
Ｌ
電
文
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
発
注
（
支
払
）
企
業
は
送
金
に
あ
た
っ
て
こ
れ
ま
で
よ
り
多

く
の
情
報
を
受
注
（
受
取
）
企
業
に
送
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
れ
を
利
用
し
て
発
注
企
業
・
受
注
企
業
と
も
に

決
済
関
連
事
務
を
合
理
化
で
き
、
業
務
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
①
Ｘ
Ｍ
Ｌ
電
文
へ

の
移
行
の
メ
リ
ッ
ト
、
②
Ｘ
Ｍ
Ｌ
電
文
移
行
に
向
け
た
わ
が
国
の
取
組
み
、
③
諸
外
国
の
取
組
み
状
況
、
④
想
定
さ

れ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
方
式
、
金
融
Ｅ
Ｄ
Ｉ
に
記
載
す
る
商
流
情
報
の
標
準
化
に
向
け
た
検
討
や
中
小
企
業
等
に
お
け

る
メ
リ
ッ
ト
、
⑤
Ｘ
Ｍ
Ｌ
電
文
移
行
の
実
現
─
─
に
つ
い
て
、
金
融
界
・
産
業
界
・
行
政
等
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
Ｘ

Ｍ
Ｌ
電
文
へ
の
移
行
に
関
す
る
検
討
会
」
で
議
論
さ
れ
て
い
る
内
容
（
注
）
を
中
心
に
説
明
を
試
み
た
い
。
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ー
タ
の
意
味
付
け
、
デ
ー
タ
間
の
関

係
を
自
由
に
設
計
・
変
更
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
ほ
か
、
金
融
Ｅ
Ｄ
Ｉ

情
報
︵
受
注
企
業
に
通
知
す
る
振
込

の
明
細
情
報
等
︶
も
拡
張
す
る
こ
と

が
で
き
、
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
が
、
従

来
の
固
定
長
の
電
文
よ
り
も
容
易
に

な
る
。
ま
た
、
Ｘ
Ｍ
Ｌ
は
タ
グ
を
用

い
文
字
列
に
意
味
付
け
を
行
う
た
め
、

一
般
に
、
異
な
る
情
報
シ
ス
テ
ム
や

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
間
で
の
情
報
伝

達
に
お
い
て
意
味
を
取
り
違
え
る
な

ど
の
間
違
い
を
起
こ
し
に
く
く
、
互

換
性
に
優
れ
て
い
る
と
い
う
利
点
も

あ
る
。
な
お
、
金
融
業
務
の
通
信
メ

ッ
セ
ー
ジ
に
関
す
る
国
際
標
準
Ｉ
Ｓ

Ｏ
２
０
０
２
２
で
も
Ｘ
Ｍ
Ｌ
方
式
が

採
用
さ
れ
て
い
る
︵
図
表
１
、
２
︶。

⑵
Ｘ
Ｍ
Ｌ
電
文
化
に
よ
る
受
注
企
業
、

発
注
企
業
、
金
融
機
関
の
メ
リ
ッ
ト

　

現
行
の
固
定
長
電
文
か
ら
情
報
量

や
情
報
の
互
換
性
等
の
点
で
優
れ
た

Ｘ
Ｍ
Ｌ
電
文
に
移
行
す
る
こ
と
で
、

振
込
デ
ー
タ
に
付
帯
可
能
な
﹁
Ｅ
Ｄ

Ｉ
情
報
﹂
を
大
幅
に
拡
張
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
受

注
企
業
側
で
は
売
掛
金
の
消
込
作
業
、

発
注
企
業
側
で
は
振
込
明
細
に
係
る

受
注
企
業
か
ら
の
照
会
対
応
に
係
る

業
務
負
担
の
軽
減
が
期
待
さ
れ
る
。

　

具
体
的
に
、
受
注
企
業
側
に
お
い

て
は
、
発
注
企
業
が
売
掛
金
の
消
込

情
報
を
決
済
電
文
に
添
付
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
人
手
を
か
け
ず
に
売
掛

金
等
の
自
動
的
な
消
込
み
が
可
能
と

な
り
、
消
込
み
の
迅
速
化
お
よ
び
正

確
性
の
向
上
が
見
込
ま
れ
る
ほ
か
、

受
注
を
行
っ
て
い
る
現
場
担
当
者
で

は
な
く
て
も
消
込
み
時
の
差
異
照
合

を
行
う
こ
と
が
容
易
に
な
る
た
め
、

他
部
署
や
社
外
な
ど
に
ア
ウ
ト
ソ
ー

ス
す
る
こ
と
な
ど
も
可
能
と
な
る
。

ま
た
、
従
来
は
消
込
作
業
に
従
事
し

て
い
た
人
的
リ
ソ
ー
ス
等
を
営
業
活

動
等
、
他
業
務
へ
シ
フ
ト
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
る
な
ど
の
副
次
的
な
効

果
も
期
待
で
き
る
。

　

一
方
、
発
注
企
業
に
お
い
て
も
、

〔図表１〕 現行の固定長電文のイメージ

〔図表２〕 ＸＭＬ電文のイメージ

＜支払情報＞
・・・
・・・
＜支払明細＞
＜EDI情報＞

＜注文番号＞2＜／注文番号＞＜商品名＞単4電池＜／商品名＞
＜個数＞4＜／個数＞＜消費税＞8％＜／消費税＞
＜金額＞324＜／金額＞＜単位＞円＜／単位＞

＜／注文明細＞

＜／EDI情報＞
＜／支払明細＞
・・・

振込情報

振込情報

EDI情報
（可変長）

＜／支払情報＞

＜注文明細＞
＜／注文明細＞

＜注文明細＞
＜注文番号＞1＜／注文番号＞

＜個数＞10＜／消費税＞8％＜／個数＞＜消費税＞
＜金額＞1200＜／金額＞＜単位＞円＜／単位＞

＜商品名＞おいしい水500ml＜／商品名＞

データ
区分
（1桁）

銀行
番号
（4桁）

被仕向銀行名
（15桁）

支店
番号
（3桁）

被仕向
支店名
（15桁）

手形交
換所
（4桁）

預金
種目
（1桁）

口座
番号
（7桁）

受取人名
（30桁）

0123  XXXXギンコウ 123 XXXXXXXXX         1 1234567 XXXXXXXXX

振込金額
（10桁）

新規
コード
（1桁）

EDI情報
（20桁、固定長）

指定
区分
（1桁）

識別
表示
（1桁）

ダミー
（7桁）

001000000 1 012345ABCDEFGアイウエオカキ 7 Y

総合振込レコードフォーマットデータ・レコード（計120ケタ、ウチEDI情報20ケタ）

2 4567
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消
込
業
務
の
自
動
化
・
正
確
性
向
上

に
伴
い
受
注
企
業
側
か
ら
の
入
金
照

合
に
関
す
る
問
合
せ
対
応
作
業
が
削

減
さ
れ
る
効
果
が
見
込
ま
れ
る
。
ま

た
、
従
来
は
問
合
せ
対
応
作
業
に
従

事
し
て
い
た
人
的
リ
ソ
ー
ス
等
を
営

業
活
動
等
、
他
業
務
へ
シ
フ
ト
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
る
な
ど
の
副
次
的

な
効
果
も
期
待
で
き
る
。

　

全
国
銀
行
協
会
の
報
告
に
よ
れ
ば
、

流
通
業
界
お
よ
び
自
動
車
部
品
業
界

に
お
け
る
実
証
実
験
で
は
、
受
注
企

業
側
に
お
い
て
年
間
最
大
約
９
０
０

０
時
間
の
決
済
関
連
事
務
の
合
理
化

効
果
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
経
理
業

務
の
効
率
化
を
通
じ
て
、
企
業
の
生

産
性
向
上
が
期
待
で
き
る︵
図
表
３
︶。

　

こ
う
し
た
効
果
を
受
注
企
業
が
最

大
限
に
享
受
す
る
た
め
に
は
、
で
き

る
だ
け
多
く
の
企
業
が
一
斉
に
Ｘ
Ｍ

Ｌ
電
文
へ
の
移
行
を
行
い
、
発
注
企

業
側
と
し
て
Ｘ
Ｍ
Ｌ
電
文
の
送
信
を

開
始
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
Ｘ
Ｍ
Ｌ
電
文
を
受

信
し
、
決
済
処
理
を
行
う
金
融
機
関

側
の
Ｘ
Ｍ
Ｌ
電
文
対
応
も
同
時
に
進

め
る
必
要
が
あ
る
。

　

な
お
、
金
融
機
関
が
Ｘ
Ｍ
Ｌ
電
文

へ
の
移
行
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
金

融
機
関
自
身
に
と
っ
て
も
、
利
用
者

の
電
子
的
な
サ
ー
ビ
ス
へ
の
移
行
が

進
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
窓
口
業
務
の

軽
減
な
ど
の
行
内
業
務
の
効
率
化
や

高
度
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
金
融
Ｅ
Ｄ
Ｉ
に
含
ま
れ
る
商

流
情
報
は
、
そ
の
利
活
用
に
つ
い
て

の
顧
客
同
意
の
要
否
や
法
的
論
点
の

整
理
等
の
必
要
は
あ
る
も
の
の
、
金

融
機
関
に
お
け
る
日
常
的
な
与
信
管

理
等
の
観
点
か
ら
重
要
な
材
料
と
な

る
可
能
性
が
あ
る
。
き
め
細
か
な
与

信
管
理
や
新
た
な
金
融
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
よ
っ
て
金
融
機
関
の
収
益
の

向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
も
期
待
で
き

る
。検

討
会
や
推
進
会
議
が

相
次
い
で
始
動

　

金
融
審
議
会
﹁
決
済
業
務
等
の
高

度
化
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル

ー
プ
﹂
が
昨
年
12
月
に
と
り
ま
と
め

た
報
告
書
で
は
、
欧
米
に
お
い
て
Ｘ

Ｍ
Ｌ
電
文
へ
の
移
行
が
計
画
的
に
進

め
ら
れ
て
い
る
状
況
を
ふ
ま
え
、

﹁
決
済
イ
ン
フ
ラ
の
抜
本
的
機
能
強

化
﹂
と
し
て
、
以
下
の
提
言
が
な
さ

れ
た
。 

﹁
わ
が
国
に
お
い
て
も
企
業
間
送
金

に
つ
い
て
Ｘ
Ｍ
Ｌ
電
文
へ
の
全
面
的

〔図表３〕 受発注企業における業務の流れ

発注納品請求

商流EDIの標準化
（受発注データ）

支払い

売掛金自動消込み

金融EDI

発注企業

受注企業

XML電文への移行
（決済＋受発注データ）

標準化された商流情報も活用

会計
システム

受発注
システム

会計
システム

受発注
システム

経理業務の効率化
企業の生産性向上

銀行システム
決済システム
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移
行
を
行
う
な
ど
、
決
済
イ
ン
フ
ラ

の
抜
本
的
機
能
強
化
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
、
こ
の
観
点
か
ら
、
以

下
の
行
動
プ
ラ
ン
の
着
実
な
実
行
が

期
待
さ
れ
る
。 

平
成
30
年
︵
２
０

１
８
年
︶
ご
ろ
を
目
途
に
、
全
銀
シ

ス
テ
ム
の
加
盟
金
融
機
関
が
参
加
す

る
新
し
い
シ
ス
テ
ム
︵﹁
金
融
・
Ｉ

Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
︵
仮

称
︶﹂︶
を
構
築
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
す
る
と
と
も
に
、
平
成
32
年
︵
２

０
２
０
年
︶
ま
で
に
、
企
業
間
の
国

内
送
金
指
図
に
つ
い
て
、
現
行
の
固

定
長
電
文
を
廃
止
し
、
Ｘ
Ｍ
Ｌ
電
文

に
全
面
移
行
す
る
。﹂ 

　

ま
た
、
日
本
再
興
戦
略
２
０
１
６

︵
６
月
２
日
閣
議
決
定
︶
に
お
い
て

も
﹁
金
融
高
度
化
を
推
進
す
る
た
め
、

企
業
間
の
銀
行
送
金
電
文
を
、
２
０

２
０
年
ま
で
を
目
途
に
国
際
標
準
で

あ
る
Ｘ
Ｍ
Ｌ
電
文
に
移
行
し
、
送
金

電
文
に
商
流
情
報
の
添
付
を
可
能
と

す
る
金
融
Ｅ
Ｄ
Ｉ
の
実
現
に
向
け
た

取
組
を
進
め
る
﹂
旨
、
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
Ｘ
Ｍ
Ｌ
電
文
へ

の
移
行
に
向
け
た
論
点
整
理
等
を
行

う
た
め
、
本
年
２
月
に
全
国
銀
行
協

会
を
事
務
局
と
し
て
、
金
融
界
、
産

業
界
、
シ
ス
テ
ム
関
連
事
業
者
、
金

融
庁
等
か
ら
の
参
加
者
を
メ
ン
バ
ー

と
す
る
﹁
Ｘ
Ｍ
Ｌ
電
文
へ
の
移
行
に

関
す
る
検
討
会
﹂︵
以
下
、﹁
Ｘ
Ｍ
Ｌ

検
討
会
﹂︶
が
設
置
さ
れ
、
議
論
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

金
融
庁
に
お
い
て
は
、
Ｘ
Ｍ
Ｌ
電

文
へ
の
移
行
を
含
め
た
取
組
み
を
官

民
あ
げ
て
着
実
に
実
行
し
て
い
く
た

め
、
金
融
界
・
産
業
界
・
個
人
利
用

者
・
行
政
等
、
決
済
に
関
す
る
幅
広

い
メ
ン
バ
ー
が
参
画
す
る
﹁
決
済
高

度
化
官
民
推
進
会
議
﹂
を
本
年
６
月

に
設
置
し
、
実
施
状
況
を
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
す
る
と
と
も
に
、
決
済
高
度

化
に
向
け
た
取
組
み
を
継
続
的
に
進

め
て
い
る
。

欧
米
で
は
対
応
期
日
を
定
め
て

取
組
み
を
推
進

⑴
欧
州
に
お
け
る
取
組
み

　

欧
州
で
は
、
域
内
に
お
け
る
ヒ
ト

・
モ
ノ
・
カ
ネ
の
自
由
な
往
来
を
目

指
す
観
点
か
ら
、
２
０
０
０
年
代
前

半
よ
り
、
域
内
の
小
口
決
済
市
場
の

統
合
と
そ
れ
に
よ
る
決
済
の
効
率
化

を
目
的
と
し
た 

Ｓ
Ｅ
Ｐ
Ａ
︵Single 

E
uro P

aym
ent A

rea

：
単
一
ユ
ー

ロ
決
済
圏
︶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

　

Ｓ
Ｅ
Ｐ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
以

前
の
欧
州
で
は
、
国
ご
と
に
小
口
決

済
シ
ス
テ
ム
が
分
立
し
、
国
内
の
小

口
決
済
を
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
の
電
文

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
使
っ
て
行
っ
て
い

た
た
め
、
他
の
ユ
ー
ロ
圏
諸
国
へ
の

送
金
に
自
国
の
小
口
決
済
シ
ス
テ
ム

を
利
用
で
き
な
い
状
態
と
な
っ
て
い

た
。
そ
こ
で
、
Ｓ
Ｅ
Ｐ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
域
内
の
小
口
決
済
取
引

で
利
用
す
る
通
信
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
関

し
て
、
横
断
的
に
利
用
可
能
な
フ
ォ

ー
マ
ッ
ト
に
統
一
す
べ
く
、
Ｘ
Ｍ
Ｌ

電
文
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
、
大
き

な
進
捗
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
12
年
２
月
に
欧
州
域
内
に
お
け

る
ユ
ー
ロ
建
送
金
等
に
係
る
統
一
規

則 ＂SE
PA

 regulation” 

が
定
め
ら

れ
、
16
年
２
月
を
対
応
期
日
︵
Ｓ
Ｅ

Ｐ
Ａ
エ
ン
ド
・
デ
イ
ト
︶
と
し
た
う

え
で
、
Ｘ
Ｍ
Ｌ
電
文
へ
の
全
面
移
行
、

１
４
０
ケ
タ
の
Ｅ
Ｄ
Ｉ
情
報
欄
の
採

用
、
支
払
指
図
か
ら
着
金
ま
で
の
処

理
の
標
準
化
な
ど
が
法
的
に
義
務
付

け
ら
れ
た
。

⑵
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
取
組
み

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、F

ederal R
e-

serve System
︵
連
邦
準
備
制
度
︶

が
、
そ
の
戦
略
文
書
︵﹁
米
国
決
済

シ
ス
テ
ム
の
高
度
化
戦
略
﹂︶
に
お

い
て
国
内
の
Ａ
Ｃ
Ｈ
︵
全
銀
シ
ス
テ

ム
に
相
当
︶
お
よ
び
銀
行
の
Ｘ
Ｍ
Ｌ

電
文
へ
の
移
行
を
戦
略
目
標
の
一
つ

に
掲
げ
、
こ
の
目
標
を
実
現
す
る
た

め
に
エ
ン
ド
・
デ
イ
ト
の
設
定
が
不

可
欠
と
の
認
識
を
示
し
つ
つ
、
取
組

み
を
進
め
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
欧
米
に
お
い
て
も
、

機
能
面
に
優
れ
た
Ｘ
Ｍ
Ｌ
電
文
へ
の

移
行
が
計
画
的
に
推
進
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
際
、
Ｘ
Ｍ
Ｌ
電
文
へ
の
ス
ム
ー

ズ
な
移
行
を
実
現
し
、
そ
の
効
果
を

最
大
限
に
享
受
す
る
た
め
、
で
き
る

だ
け
多
く
の
企
業
に
お
い
て
一
斉
に

Ｘ
Ｍ
Ｌ
電
文
の
利
用
が
可
能
と
な
る

よ
う
、
エ
ン
ド
・
デ
イ
ト
を
設
け
て

取
組
み
を
進
め
て
い
る
点
は
、
わ
が

国
の
取
組
み
に
お
い
て
も
参
考
に
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

中
小
企
業
等
で
も

「
Ｉ
Ｔ
化
推
進
の
ト
リ
ガ
ー
」に

な
り
う
る

⑴
Ｘ
Ｍ
Ｌ
電
文
移
行
の
シ
ス
テ
ム

﹁
Ｘ
Ｍ
Ｌ
検
討
会
﹂
に
お
い
て
、
金

融
界
、
産
業
界
、
シ
ス
テ
ム
関
連
事

業
者
等
の
間
で
一
定
の
合
意
形
成
が

な
さ
れ
、﹁
決
済
高
度
化
官
民
推
進
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会
議
﹂
で
も
報
告
さ
れ
た
移
行
ス
キ

ー
ム
に
お
い
て
は
、
企
業
か
ら
Ｘ
Ｍ

Ｌ
電
文
を
受
け
付
け
る
新
シ
ス
テ
ム

︵﹁
金
融
・
Ｉ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
︵
仮
称
︶﹂︶
を
構
築
す
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
新
シ

ス
テ
ム
で
は
、
発
注
企
業
が
送
信
し

た
Ｘ
Ｍ
Ｌ
電
文
を
固
定
長
の
電
文
に

変
換
し
て
仕
向
銀
行
に
還
元
す
る
こ

と
に
よ
り
、
従
来
と
同
様
に
各
銀
行

が
振
込
を
処
理
す
る
こ
と
を
可
能
に

す
る
。
一
方
、
電
文
を
返
還
す
る
際

に
い
っ
た
ん
取
り
外
さ
れ
た
金
融
Ｅ

Ｄ
Ｉ
情
報
は
、
こ
の
新
シ
ス
テ
ム
に

お
い
て
処
理
済
み
の
決
済
電
文
に
あ

ら
た
め
て
付
加
さ
れ
、
Ｘ
Ｍ
Ｌ
電
文

と
し
て
、
受
注
企
業
に
還
元
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
︵
図
表
４
︶。

⑵
金
融
Ｅ
Ｄ
Ｉ
に
記
載
す
る
商
流
情

報
の
標
準
化
に
向
け
た
検
討

　

こ
う
し
た
仕
組
み
の
導
入
に
あ
た

っ
て
、
中
小
企
業
等
の
生
産
性
や
資

金
効
率
の
向
上
な
ど
、
Ｘ
Ｍ
Ｌ
電
文

へ
の
移
行
効
果
を
最
大
化
す
る
観
点

か
ら
は
、
金
融
Ｅ
Ｄ
Ｉ
に
記
載
す
る

商
流
情
報
が
標
準
化
さ
れ
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
日
本
再
興
戦
略
２
０

１
６
に
お
い
て
も
﹁
中
小
企
業
等
の

生
産
性
向
上
や
資
金
効
率
︵
キ
ャ
ッ

シ
ュ
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
サ
イ
ク
ル
：

Ｃ
Ｃ
Ｃ
︶
向
上
な
ど
、
Ｘ
Ｍ
Ｌ
電
文

化
の
効
果
を
最
大
化
す
る
観
点
か
ら
、

産
業
界
お
よ
び
経
済
産
業
省
に
お
い

て
、
金
融
Ｅ
Ｄ
Ｉ
に
記
載
す
る
商
流

情
報
の
標
準
化
に
つ
い
て
、
本
年
中

に
結
論
を
出
す
﹂
と
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
。
こ
れ
も
受
け
て
、
経
済
産
業

省
・
中
小
企
業
庁
が
、
今
年
８
月
に

﹁
金
融
Ｅ
Ｄ
Ｉ
に
お
け
る
商
流
情
報

等
の
あ
り
方
検
討
会
議
﹂
を
立
ち
上

げ
、
本
年
中
に
結
論
を
出
す
こ
と
を

目
指
し
て
、
費
用
対
効
果
を
検
証
す

る
う
え
で
必
要
と
な
る
中
小
企
業
の

バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
業
務
、
と
り
わ
け

決
済
業
務
に
お
け
る
実
態
把
握
お
よ

び
金
融
Ｅ
Ｄ
Ｉ
に
記
載
す
る
商
流
情

報
の
標
準
化
に
向
け
た
議
論
を
開
始

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
検
討
会
議

で
は
産
業
全
体
の
次
世
代
イ
ン
フ
ラ

整
備
の
一
環
と
し
て
商
流
情
報
の
効

率
的
・
効
果
的
な
利
活
用
の
あ
り
方

等
を
模
索
す
る
こ
と
で
、
企
業
の
生

産
性
向
上
の
み
な
ら
ず
、
経
営
高
度

化
や
資
金
効
率
向
上
等
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
念
頭
に
議
論
を
行
う
と
さ
れ

て
い
る
。

　

Ｘ
Ｍ
Ｌ
電
文
へ
の
移
行
に
向
け
て

は
、
金
融
庁
・
金
融
界
と
経
済
産
業

省
・
産
業
界
が
連
携
、
推
進
す
る
こ

と
で
、﹁
決
済
﹂
工
程
に
と
ど
ま
ら

受取企業

送金指図
（XML）①

② ⑤
⑥

振込情報とKey情報
（固定長）

全　　銀
システム

仕向
銀行

被仕向
銀行

振込入金
（XML）

③ ④

EDI情報
受信

①́ ⑥́

 新システム　　　（　　　の箇所）：2018年ごろに稼働開始

 現行の固定長電文（　　　の箇所）：2020年を目途に廃止

EDI情報
付記

支払企業

送金指図
（固定長）

送金指図
（固定長）

・付記情報格納
　＋Key情報生成
・振込情報をXMLか
　ら固定長に変換

新システム

（「金融・ITネットワーク
　　システム」（仮称））

・Key情報をもとに
　付加情報セット
・振込情報を固定長
　からXMLに変換

〔図表４〕 ＸＭＬ電文の移行スキームのイメージ

（注）１．稼働開始時期、固定長電文の廃止時期については、必要に応じて精緻化、見直し。
　　２ ．①́ と⑥́ は、個別金融機関が任意で自行システムを改修し、企業から直接（新システムを介さずに）XML電文によ

る指図を受け付ける場合。
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ず
﹁
上
流
﹂
工
程
も
含
め
た
企
業
の

業
務
フ
ロ
ー
全
般
の
見
直
し
を
促
進

し
、
社
会
全
体
の
生
産
性
向
上
や
企

業
の
経
営
高
度
化
、
資
金
効
率
向
上

等
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

⑶
中
小
企
業
等
に
お
け
る
メ
リ
ッ
ト

　

Ｉ
Ｔ
化
が
遅
れ
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

で
も
、
労
働
力
人
口
減
少
に
伴
い
人

手
不
足
に
直
面
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
今
回
の
Ｘ
Ｍ
Ｌ
電
文
へ
の
移
行

が
﹁
Ｉ
Ｔ
化
推
進
の
ト
リ
ガ
ー
﹂
と

な
り
、
た
と
え
ば
、
ク
ラ
ウ
ド
会
計

シ
ス
テ
ム
等
に
金
融
Ｅ
Ｄ
Ｉ
機
能
が

追
加
さ
れ
、
受
発
注
か
ら
請
求
ま
で

の
工
程
を
シ
ス
テ
ム
化
し
、
入
金
消

込
み
の
自
動
化
を
実
現
す
る
よ
う
な

﹁
業
務
フ
ロ
ー
全
般
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ

化
﹂
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

生
産
性
向
上
ひ
い
て
は
わ
が
国
の
競

争
力
強
化
に
大
き
く
寄
与
で
き
る
と

の
期
待
の
声
も
聞
か
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
前
記
の
商
流
情
報
の

標
準
化
に
加
え
、
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
が
、
低
事
務
負
担
・
低
費

用
負
担
で
Ｘ
Ｍ
Ｌ
電
文
を
利
用
で
き

る
環
境
の
整
備
も
重
要
で
あ
る
。

　

今
後
、
18
年
を
目
途
で
の
新
シ
ス

テ
ム
の
稼
働
開
始
、
20
年
目
途
で
の

Ｘ
Ｍ
Ｌ
電
文
移
行
に
向
け
て
﹁
Ｘ
Ｍ

Ｌ
検
討
会
﹂
で
は
、
企
業
等
が
費
用

対
効
果
の
検
証
に
必
要
な
費
用
負
担

イ
メ
ー
ジ
等
を
提
示
し
、
そ
こ
で
の

議
論
を
ふ
ま
え
て
、
Ｘ
Ｍ
Ｌ
電
文
へ

の
移
行
に
対
す
る
銀
行
界
と
し
て
の

方
針
を
年
内
を
目
途
に
決
定
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

「
決
済
」工
程
に
と
ど
ま
ら
な
い

生
産
性
向
上
を
目
指
し
て

　

デ
ー
タ
拡
張
性
な
ど
機
能
面
に
優

れ
た
Ｘ
Ｍ
Ｌ
電
文
に
移
行
す
る
こ
と

で
、
売
掛
金
の
自
動
消
込
化
、
振
込

明
細
に
係
る
受
注
企
業
か
ら
の
照
会

対
応
に
係
る
業
務
負
担
の
軽
減
が
期

待
で
き
、
経
理
業
務
の
効
率
化
を
通

じ
て
、
企
業
の
生
産
性
向
上
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
れ
を
確
実
に
実
行
し
て
い
く
た

め
に
は
、
国
、
金
融
界
、
産
業
界
な

ど
に
お
い
て
、
Ｘ
Ｍ
Ｌ
電
文
移
行
を

支
え
る
社
会
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
醸
成

の
た
め
の
取
組
み
を
行
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
も
、

金
融
界
と
の
連
携
の
も
と
、
産
業
界

に
お
い
て
Ｘ
Ｍ
Ｌ
電
文
採
用
の
メ
リ

ッ
ト
や
金
融
Ｅ
Ｄ
Ｉ
の
活
用
方
法
等

に
関
す
る
企
業
等
へ
の
周
知
が
進
む

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
金
融
庁
と
し

て
も
し
っ
か
り
と
後
押
し
し
て
い
く
。

　

Ｘ
Ｍ
Ｌ
電
文
移
行
は
、
今
後
、
人

口
減
少
が
見
込
ま
れ
る
な
か
、
金
融

Ｅ
Ｄ
Ｉ
の
活
用
に
よ
り
売
掛
金
等
の

消
込
作
業
を
自
動
化
す
る
こ
と
で
決

済
業
務
の
効
率
化
に
資
す
る
と
考
え

ら
れ
る
な
ど
、
大
企
業
の
み
な
ら
ず

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
等
に
と

っ
て
も
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
こ

の
取
組
み
に
対
す
る
注
目
・
期
待
も

大
き
い
。

　

こ
う
し
た
金
融
Ｅ
Ｄ
Ｉ
の
メ
リ
ッ

ト
が
最
大
化
す
る
た
め
に
は
、
金
融

Ｅ
Ｄ
Ｉ
に
記
載
す
る
商
流
情
報
の
標

準
化
を
は
じ
め
、﹁
決
済
﹂
工
程
に

と
ど
ま
ら
ず
上
流
工
程
も
含
め
た
企

業
の
財
務
・
決
済
プ
ロ
セ
ス
を
高
度

化
し
、
社
会
全
体
の
生
産
性
向
上
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

新
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
も
た
ん
に

﹁
決
済
﹂
に
と
ど
め
ず
、
た
と
え
ば
、

会
計
シ
ス
テ
ム
、
電
子
請
求
シ
ス
テ

ム
や
税
・
公
金
収
納
と
の
連
携
な
ど
、

社
会
全
体
で
利
活
用
で
き
る
よ
う
な

工
夫
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
も
必
要

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
ま
た
、
本

件
は
﹁
決
済
﹂
の
う
ち
﹁
振
込
﹂
に

関
す
る
対
応
だ
が
、﹁
手
形
・
小
切

手
﹂
に
つ
い
て
も
電
子
化
の
推
進
と

そ
れ
に
伴
い
金
融
Ｅ
Ｄ
Ｉ
情
報
の
付

帯
を
可
能
と
す
れ
ば
、
前
述
の
メ
リ

ッ
ト
は
さ
ら
に
大
き
な
も
の
と
な
る

こ
と
が
見
込
め
、
こ
の
点
の
検
討
も

重
要
と
考
え
る
。

　

Ｘ
Ｍ
Ｌ
電
文
移
行
を
契
機
と
し
て
、

金
融
と
産
業
が
連
結
し
た
社
会
イ
ン

フ
ラ
の
構
築
に
向
け
て
、
金
融
機
関
、

中
小
企
業
を
含
む
産
業
界
、
経
済
産

業
省
、
金
融
庁
が
同
じ
方
向
を
目
指

し
、
と
も
に
手
を
取
り
合
い
、
こ
の

大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
し
遂
げ
て
い

き
た
い
。

︵
注
︶　

http://w
w

w
.zenginkyo.or.jp/

abstract/efforts/sm
ooth/xm

l/

ま
つ
お　

も
と
の
ぶ

87
年
東
京
大
学
法
学
部
卒
、
大
蔵
省

︵
現
財
務
省
︶
入
省
。
10
年
財
務
省

主
計
官
︵
総
務
・
地
方
財
政
係
担

当
︶、
12
年
同
国
際
局
為
替
市
場
課

長
、
14
年
金
融
庁
総
務
企
画
局
企
画

課
長
、
16
年
現
職
。
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